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議
会
の
経
過

　

⃿
࠮
೰
႕
会
は
⃿
࠮
⃺
඾
か
ⅳ

1ĵ
඾
ま
⅔
の
11
඾
ۼ
の
඾
೾
⅔
ٳ

か
ⅶ
⅍
。

　

੝
඾
ള
ᰧ
಴
長
は
࣐
ଽ
༭
࣬
⅔

‵
⃻
࠮
の
ࣧ
ַ
ब
ٺ
⅘
చ
し
て
୷

య
ന
ߊ
ⅲ
り
⃷
⃶
⃶
ྔ
׫
の
ࡉ
ໍ

߄
を
い
⅍
ⅎ
い
⅍
。
ࡼ
ઽ
目
಴
౷

֖
ڰ
଻
ا
঑
׳
→
⇅
↖
‡
ঐ
೰
ۯ

ၑ
৪
の
࢖
༡
を
⃿
࠮
⃹
඾
ⅲ
り
ٳ

ই
し
て
い
ⅵ
。
Ⅲ
ⅵ
⅃
⅕
ො
୕
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⃽
࠮
ま
⅔
の
ܙ
ັ
߄
ڣ
⃸
⃷
⃻
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׫
⅔
”
ஜ
ා
൳
শ
ܢ
の
⃹
ڬ
⅕

⅗
⁁
て
い
ⅵ
‶
⅕
੆
Ⅶ
⅍
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࣐
ଽ
༭
࣬
の
ࢃ
”
ࠨ

ॳ
特
別
տ
֥
⃼
ྴ
を
஖

੄
し
”
ࠨ
ॳ
特
別
տ
֥

会
を
୭
౾
し
⅍
。

　

⃸
඾
目
の
一
๊
ৗ
࿚

⅘
は
⃼
ྴ
℺
ഴ
౭
。
介

ࢌ
༗
ࡏ
ম
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”
↊
↵
⁍

↡
↜
⁇
↦
←
”
෇
౶
છ

ထ
ཡ
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県
ൽ
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ส
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ګ
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の
ະ
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۷

࢕
⅕
ॲ
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ڰ
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ا
ଔ
ૺ
”

಴
長
へ
の
਀
ঞ
⅗
⅖
の

ৗ
࿚
を
し
⅍
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⃹
඾
目
は
Ĵı
ා
ഽ
一

๊
会
ࠗ
༞
ୃ
ထ
ॳ
մ
”

ĳĺ
ා
ഽ
一
๊
会
ࠗ
प
ව

प
੄
ࠨ
ॳ
෇
೰
մ
⅗
⅖

議
մ
1ĸ
࠯
”
༭
࣬
⃺
࠯

℺
ષ
೾
⅃
ⅶ
”
ڎ
տ
֥

会
⅔
ૣ
औ
し
⅍
。

（
石
井　

光
雅
）

広ヶ野橋補修工事契約など  
　　　　　全議案を

　

ま
⅍
ĳĺ
ා
ഽ
一
๊
₊
特
別
会
ࠗ

प
ව
प
੄
෇
೰
մ
は
ࠨ
ॳ
特
別
տ

֥
会
を
⃺
඾
ۼ
ٳ
ट
し
ૣ
औ
し

⅍
。

　

ड
ਞ
඾
は
ࠨ
ॳ
特
別
տ
֥
長
₊

ڎ
ુ
හ
տ
֥
長
༭
࣬
の
ࢃ
”
人
ম

մ
࠯
を
܄
Ⅽ
஠
議
մ
を
஠
会
一
౿

خ
ࠨ
”
෇
೰
”
൳
փ
”
༭
࣬
फ
⅕

し
⅍
。
ೊ
ૂ
⃷
࠯
は
ॷ
଼
ఉ
ତ
⅔

न
఼
。
⃷
࠯
を
ࠑ
௽
ૣ
औ
⅕
し
”

議
֥
೹
੄
議
մ
⃷
࠯
を
ॷ
଼
ఉ
ତ

⅔
خ
ࠨ
し
໾
会
し
⅍
。

可 決

猿
田　

秀
樹 

氏
（
61
歳
）

上
樋
口

新
任

人
権
擁
護
委
員
の推

薦
に
同
意

●

町
有
３
施
設
ソ
ー
ラ
ー
発
電
設
備

　

改
修
工
事
費 

５
２
８
万
円

●

小
学
校
改
築
事
業
外
構
工
事

　

調
査
設
計
委
託
料 

２
０
０
万
円

●

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

 

１
，
２
４
８
万
円

●

赤
倉
山
荘
厨
房
給
水
配
管
工
事
費

 

１
３
０
万
円

●

浅
見
内
地
区
防
火
水
槽
設
置
工
事
費

 

８
８
６
万
円

補
正
予
算
の
主
な
も
の
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（
畑
澤　

洋
子
）

議
会
議
員
全
員
協
議
会

議
員
研
修
報
告

ފ
議
մ
࠯

⑴
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
に
係
る
会

計
検
査
に
伴
う
改
修
工
事
に
つ
い
て

༭
࣬
մ
࠯

⑴
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業　

広
ヶ
野
橋
橋
梁
補
修

工
事
に
つ
い
て

⑵
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

⑶
五
城
目
町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
公

募
に
つ
い
て

ೊ
ૂ
₊
փ
ࡉ
੥
௣
ັ

　

五
城
目
町
議
会
が
議
決
し

た
意
見
書
を
各
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
は

採
決
の
結
果
可
否
同
数
と
な
り
、

委
員
長
判
断
で
不
採
択
。
本
会

議
で
起
立
採
決
の
結
果
採
択
と

な
り
、
議
員
提
出
議
案
で
意
見

書
を
提
出
し
た
。

ࠑ
௽
ၑ
ဇ

　

意
見
書
案
の
文
面
に
過
激
な

表
現
が
あ
り
調
査
研
究
が
必
要

で
あ
る
。

秋
田
県
商
工
団
体
連
合
会

会　

長　

小
玉　

正
憲

◆
消
費
税
10
％
引
き
上

げ
中
止
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情
書

◆
臓
器
移
植
の
環
境
整

備
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

採択

継続
▼
न
఼
⅘
ॷ
଼
の
議
֥

荒
川

滋

椎
名

志
保

佐
藤

慶
彦

斎
藤

晋

伊
藤

正
春

佐
藤

重
信

千
田

峯
夫

荒
川

正
己

石
川

交
三

▼
न
఼
⅘
฽
చ
の
議
֥

　

佐
々
木
仁
茂　

畑
澤　

洋
子

　

石
井　

光
雅　

舘
岡　
　

隆　

陳
情
陳
情

経済ジャーナリスト　須田慎一郎 氏

南
秋
田
郡
の
全
議
員
が
対
象

研
修
名　

　

南
秋
田
郡
町
村
議
会
議
員
大
会

研
修
日　

７
月
20
日

研
修
先　

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟

講　
　

師　

　

大
潟
村
産
業
建
設
課

　
　
　

農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

松
橋　

秀
男 

氏

講　
　

演　

　

輸
出
促
進
活
動
か
ら
見
え
た

こ
れ
か
ら
の
農
業

参
加
議
員　

全
議
員

よ
り
良
い
議
会
広
報
を

め
ざ
し
て

研
修
名　

　

秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

研
修
日　

８
月
１
日

研
修
先　
秋
田
市
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ

講　
　

演　

　

住
民
に
読
ま
れ
伝
わ
る　

議
会
広
報
の
基
本
と
編
集

講　
　

師　

　

議
会
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

芳
野　

政
明 

氏

໹
଼
Ĵı
ා
８
࠮
ĳĳ
඾

参
加
議
員

　

荒
川　
　

滋　

椎
名　

志
保

　

佐
藤　

慶
彦　

小
林　

正
志

　

斎
藤　
　

晋　

佐
々
木
仁
茂

　

畑
澤　

洋
子　

石
井　

光
雅

　

佐
藤　

重
信

議
会
の
役
割
を
学
ぶ

研
修
名

　

秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

研
修
日　

８
月
１
日

研
修
先　

秋
田
県
市
町
村
会
館

講　

演
⑴

　

真
の
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た

地
方
議
会
の
役
割

講　
　

師　

　

東
京
大
学
法
学
部
教
授

金
井

利
之 

氏

講　

演
⑵

　

ど
う
な
る
⁉
こ
れ
か
ら
の

政
治
・
経
済
の
展
望

講　
　

師　

　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

須
田
慎
一
郎 

氏

参
加
議
員　

全
議
員

決
算
の
審
査
の
意
義
や

重
要
性
を
学
ぶ

研
修
名　

　

自
治
体
決
算
の
基
本
と
実
践

研
修
期
間　

　

平
成
30
年
７
月
25
日
〜
26
日

研
修
先　

　
滋
賀
県
大
津
市
・

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

参
加
議
員　

椎
名　

志
保
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委 員 長
石　井　光　雅
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４日間にわたり行われた決算特別委員会

平成29年度一般・特別会計 全会一致で「認定」

決
算
特
別
委
員
会

　

決
ॳ
අ
༆
委
֥
会
⅜
⃿
࠮
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඾
ℹ
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඾
ま
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４
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ۼ
⅛
඾
೾
⅔
࣐
ⅸ
ⅶ
た
。
ັ

託
に
⅗
⁁
た
議
մ
⅜
”
໹
଼

ĳĺ
ා
ഽ
֚
๊
₊
අ
༆
会
計
प

ව
प
出
決
ॳ
⅗
⅖
⃽
議
մ
⅔

ℴ
ⅴ
ૣ
査
⅛
ࠫ
ض
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஠
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մ

を
஠
会
֚
౿
⅔
෇
೰
ⅇ
Ⅶ
℻

Ⅿ
⅛
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し
た
。

　

ૣ
査
⅛
༷
ૻ
⅕
し
⅓
⅜
”

議
会
が
決
೰
し
た
ထ
ॳ
が
ഐ

ୃ
に
৏
࣐
⅃
ⅶ
た
ℹ
”
࣐
ଽ

࢘
ض
ⅰ
”
ࠐ
फ
࢘
ض
⅜
⅖
ℶ

⅔
ℴ
⁁
た
⅛
ℹ
”
町
ྦྷ
⅛
໛

ছ
࢜
ષ
に
⅑
⅗
が
⁁
た
⅛
ℹ

⅗
⅖
町
ྦྷ
目
஌
に
ၛ
⁁
⅓
ૣ

査
し
た
。

９
࠮
７
඾

委
員
長
挨
拶

審
査
方
針
説
明

ࡿ
ஜ　

消
防
本
部
、
議
会
事

務
局
、
出
納
室

ࡿ
　ࢃ

税
務
課
、
ま
ち
づ
く

り
課
、
総
務
課

９
࠮
Ĳı
඾

ࡿ
ஜ　

農
業
委
員
会
、
農
林

振
興
課

ࡿ
　ࢃ

商
工
振
興
課
、
建
設

課

９
࠮
ĲĲ
඾

ࡿ
ஜ　

生
涯
学
習
課
、
学
校

教
育
課

ࡿ
　ࢃ

住
民
生
活
課
、
健
康

福
祉
課

９
࠮
Ĳĳ
඾

ࡿ
ஜ　

現
地
視
察（
浄
水
場・

蓬
内
台
防
火
水
槽
・

北
ノ
又
災
害
復
旧

現
場
）

ࡿ
　ࢃ

健
康
福
祉
課

委
員
会
決
算
認
定
に
つ
い

て
採
決

委
員
長
総
括

北ノ又地区災害復旧護岸工事

審
査
日
程

現地視察
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ででででで
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、
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ࢃ

税
務
課
、
ま
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づ
く

り
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委
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、
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設
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長
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北ノ又地区災害復旧護岸工事

審
査
日
程

現地視察

五城目町議会だより　No. 136 平成30年10月１日　ĵ



（
石
井　

光
雅
）

●

消
防
本
部

　

女
性
消
防
団
員
は
現
在
７
名

お
り
、
本
部
出
向
の
形
と
な
っ

て
い
る
。
火
事
に
は
招
集
し
な

い
。災
害
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、

後
方
支
援
と
し
て
活
動
し
て
も

ら
う
。

●

議
会
事
務
局

28
年
度
か
ら
導
入
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
更
な
る
活
用
と
習
熟

に
努
め
る
。

●

出
納
室

　

工
事
検
査
員
13
名
で
58
件
の

検
査
を
実
施
し
た
。
工
事
代
金

の
支
払
は
検
査
後
２
週
間
以
内

で
あ
る
。

●

税
務
課

　

徴
収
率
の
増
加
は
税
務
課
職

員
の
努
力
で
あ
り
評
価
す
る
。

町
外
滞
納
者
に
は
書
面
に
よ
る

通
知
だ
け
で
な
く
、
足
を
は
こ

ん
で
収
納
に
努
め
て
ほ
し
い
。

●

ま
ち
づ
く
り
課

　

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

は
年
間
６
０
０
万
円
の
赤
字
経

営
で
あ
り
、
雇
用
創
出
に
も
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
指

●

農
林
振
興
課

　

キ
イ
チ
ゴ
生
産
者
は
現
在
20

軒
で
、
一
般
町
民
に
も
呼
び
か

け
て
い
る
が
新
規
参
入
は
な

い
。
面
積
は
60
ア
ー
ル
か
ら
74

ア
ー
ル
に
ふ
え
、
収
穫
量
は
２

ト
ン
で
あ
る
。
現
在
作
付
し
て

い
る
生
産
者
に
面
積
の
拡
大
を

願
っ
て
い
る
。

●

商
工
振
興
課

　

町
の
観
光
は
朝
市
、
造
り
酒

屋
、
三
平
の
家
、
ネ
コ
バ
リ
岩

と
固
定
し
て
い
る
。
町
に
は
15

の
寺
が
あ
り
そ
の
歴
史
、
文
化

財
を
掘
り
起
こ
し
て
観
光
資
源

に
し
て
は
ど
う
か
。

●

建
設
課

　

橋
梁
点
検
の
結
果
、
主
要
な

橋
梁
24
橋
の
う
ち
、
12
〜
13
橋

の
修
繕
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

定
管
理
者
制
度
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
費
用
対
効
果
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
対

策
を
講
じ
る
。

●

総
務
課

　

湖
東
厚
生
病
院
は
、
他
県
か

ら
の
常
勤
医
雇
用
、
夕
暮
れ
診

療
の
実
施
、
人
工
透
析
受
け
皿

の
拡
大
な
ど
色
々
な
改
善
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
入
院
稼
働

率
が
７
割
を
超
え
て
、
計
画
よ

り
赤
字
額
が
減
少
し
、
経
営
的

に
は
安
定
し
て
い
く
方
向
に
あ

る
。

ン
グ
や
情
報
発
信
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

●

健
康
福
祉
課

　

早
朝
健
診
受
診
者
は
、
特
定

健
康
健
診
は
８
６
７
人
で
44
・

４
％
、
後
期
高
齢
者
健
診
は

４
４
１
人
で
17
・７
％
で
あ
る
。

健
診
の
結
果
新
規
に
10
名
が
ガ

ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

受
診
率
の
更
な
る
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
。

●

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
は

１
，
３
７
７
世
帯
で
全
町
の

34
％
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
保
険
加
入
者
は

２
，
３
８
３
人
で
保
険
料
の
口

座
振
替
を
進
め
て
い
る
。

　

介
護
保
険
加
入
者
は
４
，

１
６
１
人
で
、
掛
金
の
滞
納
者

が
60
人
い
る
こ
と
か
ら
徴
収
に

努
め
る
。

　

下
水
道
事
業
は
29
年
度
で
工

事
が
完
了
し
た
。
水
洗
化
率
は

78
・
６
％
で
あ
る
。
今
後
水
洗

化
率
の
向
上
に
努
め
る
。

●

水
道
事
業
会
計

　

給
水
人
口
は
簡
易
水
道
と
の

統
合
に
よ
り
前
年
よ
り
４
５
９

人
増
の
９
，１
０
３
人
で
あ
る
。

水
道
料
金
の
統
一
は
い
ろ
い
ろ

な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
検
討

中
で
あ
る
。

安定経営を求められる湖東厚生病院

修繕工事が待たれる五城目橋

●

生
涯
学
習
課

　

温
水
プ
ー
ル
で
各
種
水
泳
大

会
が
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
な

い
。
プ
ー
ル
改
修
の
さ
い
の
大

き
な
課
題
は
、
大
会
開
催
の
た

め
の
コ
ー
ス
の
確
保
で
あ
っ
た

は
ず
。
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ

な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

●

学
校
教
育
課

　

ピ
ア
ノ
の
保
有
台
数
に
つ
い

て
、
財
産
調
書
で
は
９
台
と

な
っ
て
い
る
が
、
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
12
台
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
財
産
管
理
の
正
確
を
期

す
よ
う
求
め
る
。

●

住
民
生
活
課

　

現
在
空
き
家
は
３
０
９
件
、

そ
の
う
ち
利
活
用
可
能
な
空
き

家
は
60
件
で
あ
る
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
、
空
き
家
の
所

有
者
と
移
住
希
望
者
の
マ
ッ
チ 大会が行われなくなった温水プール
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（
石
井　

光
雅
）

●

消
防
本
部

女
性
消
防
団
員
は
現
在
７
名

お
り
、
本
部
出
向
の
形
と
な
っ

て
い
る
。
火
事
に
は
招
集
し
な

い
。災
害
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、

後
方
支
援
と
し
て
活
動
し
て
も

ら
う
。

●

議
会
事
務
局

28
年
度
か
ら
導
入
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
更
な
る
活
用
と
習
熟

に
努
め
る
。

●

出
納
室

工
事
検
査
員
13
名
で
58
件
の

検
査
を
実
施
し
た
。
工
事
代
金

の
支
払
は
検
査
後
２
週
間
以
内

で
あ
る
。

●

税
務
課

徴
収
率
の
増
加
は
税
務
課
職

員
の
努
力
で
あ
り
評
価
す
る
。

町
外
滞
納
者
に
は
書
面
に
よ
る

通
知
だ
け
で
な
く
、
足
を
は
こ

ん
で
収
納
に
努
め
て
ほ
し
い
。

●

ま
ち
づ
く
り
課

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

は
年
間
６
０
０
万
円
の
赤
字
経

営
で
あ
り
、
雇
用
創
出
に
も
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
指

●

農
林
振
興
課

キ
イ
チ
ゴ
生
産
者
は
現
在
20

軒
で
、
一
般
町
民
に
も
呼
び
か

け
て
い
る
が
新
規
参
入
は
な

い
。
面
積
は
60
ア
ー
ル
か
ら
74

ア
ー
ル
に
ふ
え
、
収
穫
量
は
２

ト
ン
で
あ
る
。
現
在
作
付
し
て

い
る
生
産
者
に
面
積
の
拡
大
を

願
っ
て
い
る
。

●

商
工
振
興
課

町
の
観
光
は
朝
市
、
造
り
酒

屋
、
三
平
の
家
、
ネ
コ
バ
リ
岩

と
固
定
し
て
い
る
。
町
に
は
15

の
寺
が
あ
り
そ
の
歴
史
、
文
化

財
を
掘
り
起
こ
し
て
観
光
資
源

に
し
て
は
ど
う
か
。

●

建
設
課

橋
梁
点
検
の
結
果
、
主
要
な

橋
梁
24
橋
の
う
ち
、
12
〜
13
橋

の
修
繕
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

各
課
の
主
な
審
査
内
容

定
管
理
者
制
度
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
費
用
対
効
果
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
対

策
を
講
じ
る
。

●

総
務
課

湖
東
厚
生
病
院
は
、
他
県
か

ら
の
常
勤
医
雇
用
、
夕
暮
れ
診

療
の
実
施
、
人
工
透
析
受
け
皿

の
拡
大
な
ど
色
々
な
改
善
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
入
院
稼
働

率
が
７
割
を
超
え
て
、
計
画
よ

り
赤
字
額
が
減
少
し
、
経
営
的

に
は
安
定
し
て
い
く
方
向
に
あ

る
。

ン
グ
や
情
報
発
信
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

●

健
康
福
祉
課

早
朝
健
診
受
診
者
は
、
特
定

健
康
健
診
は
８
６
７
人
で
44
・

４
％
、
後
期
高
齢
者
健
診
は

４
４
１
人
で
17
・７
％
で
あ
る
。

健
診
の
結
果
新
規
に
10
名
が
ガ

ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

受
診
率
の
更
な
る
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
。

●

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
の
加
入
は

１
，
３
７
７
世
帯
で
全
町
の

34
％
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
保
険
加
入
者
は

２
，
３
８
３
人
で
保
険
料
の
口

座
振
替
を
進
め
て
い
る
。

介
護
保
険
加
入
者
は
４
，

１
６
１
人
で
、
掛
金
の
滞
納
者

が
60
人
い
る
こ
と
か
ら
徴
収
に

努
め
る
。

下
水
道
事
業
は
29
年
度
で
工

事
が
完
了
し
た
。
水
洗
化
率
は

78
・
６
％
で
あ
る
。
今
後
水
洗

化
率
の
向
上
に
努
め
る
。

●

水
道
事
業
会
計

給
水
人
口
は
簡
易
水
道
と
の

統
合
に
よ
り
前
年
よ
り
４
５
９

人
増
の
９
，１
０
３
人
で
あ
る
。

水
道
料
金
の
統
一
は
い
ろ
い
ろ

な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
検
討

中
で
あ
る
。

安定経営を求められる湖東厚生病院

修繕工事が待たれる五城目橋

●

生
涯
学
習
課

温
水
プ
ー
ル
で
各
種
水
泳
大

会
が
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
な

い
。
プ
ー
ル
改
修
の
さ
い
の
大

き
な
課
題
は
、
大
会
開
催
の
た

め
の
コ
ー
ス
の
確
保
で
あ
っ
た

は
ず
。
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ

な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

●

学
校
教
育
課

ピ
ア
ノ
の
保
有
台
数
に
つ
い

て
、
財
産
調
書
で
は
９
台
と

な
っ
て
い
る
が
、
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
12
台
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
財
産
管
理
の
正
確
を
期

す
よ
う
求
め
る
。

●

住
民
生
活
課

現
在
空
き
家
は
３
０
９
件
、

そ
の
う
ち
利
活
用
可
能
な
空
き

家
は
60
件
で
あ
る
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
、
空
き
家
の
所

有
者
と
移
住
希
望
者
の
マ
ッ
チ 大会が行われなくなった温水プール
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雀館幹線浸水対策
　　　　徹底的に調査へ

総務産業
常任委員会

（
荒
川　
　

滋
）

　

大
雨
の
た
び
に
浸
水
す
る
町
道
雀
館
幹
線

通
り
は
今
後
、
小
学
校
が
建
設
さ
れ
る
と
通

学
路
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
多
く
の

意
見
が
出
た
。

　

町
道
岩
野
高
崎
線
と
県
道
と
の
間
の
農
地

か
ら
の
水
を
分
水
さ
せ
る
べ
く
、
当
初
計
画

に
な
か
っ
た
地
域
の
測
量
も
行
う
た
め
に
調

査
設
計
委
託
料
75
万
円
を
補
正
し
、
完
璧
に

大
丈
夫
と
言
え
る
ま
で
進
め
る
こ
と
と
し

た
。

　

ま
た
同
路
線
の
井
川
町
新
間
手
前
は
、
大

雨
の
た
び
に
道
路
冠
水
し
通
行
不
能
と

な
っ
て
き
た
が
、
11
月
20
日
ま
で
の
工
期
で

改
良
工
事
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
通
行
不
能

は
解
消
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

自
主
財
源
投
入
「
や
む
な
し
」
で
可
決

Ȇ֞খ൨ਅঊࣔව੩଼

　

今
年
５
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
に

遭
っ
た
農
家
に
対
し
、
農
業
経
営
等
再
開
支

援
対
策
事
業
に
よ
り
種
子
購
入
助
成
さ
れ
る
。

対
象
は
、

•

水
稲
13（
個
人
11
、
法
人
２
）

２
３
２
，
０
０
０
円

•

枝
豆
２（
法
人
２
） 

７
８
１
，
０
０
０
円

大
豆
は
今
年
度
申
請
な
し
。

５月の豪雨災害の農地

　

環
境
省
所
管
の
公
共
施
設
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
に
お
い
て
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
整
備
を
役
場
庁
舎
（
平
成

24
年
度
）、
中
央
公
民
館
（
平
成
25
年
度
）、

消
防
庁
舎
（
平
成
27
年
度
）
の
各
施
設
で

実
施
し
た
。
し
か
し
、
災
害
時
の
停
電
の

際
に
、
発
電
し
た
電
力
が
一
部
し
か
供
給

で
き
な
い
状
態
で
あ
る
と
、
昨
年
４
月
に

会
計
検
査
院
の
調
査
で
指
摘
さ
れ
、
そ
の

是
正
工
事
に
係
る
工
事
費
が
本
定
例
会
に

補
正
計
上
さ
れ
た
。

　

こ
の
件
に
関
し
、
総
額
で
５
２
８
万
円
と

高
額
な
こ
と
と
、
施
設
の
所
管
が
総
務
産

業
、
教
育
民
生
両
常
任
委
員
会
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
本
会
議
の
議
案
上
程
の
際
に

一
時
中
断
し
、
会
議
を
議
会
全
員
協
議
会

に
切
り
替
え
、
担
当
課
へ
議
員
全
体
に
対

す
る
説
明
を
求
め
た
。

　

担
当
課
か
ら
は
、
節
電
に
主
眼
を
置
い

て
事
業
に
取

り
組
ん
だ
こ

と
か
ら
、
災

害
時
の
停
電

の
際
の
電
力

供
給
は
最
小

限
と
す
る
省

エ
ネ
主
体
の

設
計
と
し
、

災
害
時
に
は

役
場
庁
舎
と

消
防
庁
舎
は

設
置
済
の
自

家
発
電
装
置
で
対
応
す
る
内
容
で
事
業
申

請
を
行
っ
た
。
県
・
国
か
ら
は
、
設
計
審

査
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
交

付
決
定
を
受
け
て
お
り
、
町
の
設
計
が
認

め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

浸水解消が期待される雀館幹線

中央公民館　太陽光パネル
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教育民生
常任委員会

消防団の再編
活動の体制づくりが急務

඿঱͈ΏοȜΠΑΞͼ̦
၌ဥخෝͅ

　

核
家
族
化
が
進
み
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
て
来
て
い
る
。

　

保
護
者
の
疾
病
、
出
産
、
看
護
、
冠

婚
葬
祭
、
育
児
疲
れ
、
出
張
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
一
時
的
に
子
ど
も
の
養
育

が
出
来
な
く
な
る
と
い
っ
た
事
例
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
町
は
、
秋
田
市
に
あ
る
「
秋
田
赤

十
字
乳
児
院
」
と
契
約
を
交
わ
し
、
保

護
者
の
不
測
の
事
態
に
は
、
子
ど
も
を

安
全
に
安
心
し
て
24
時
間
預
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

秋田市広面にある「秋田赤十字乳児院」

　

団
員
の
不
足
な
ど
で
消
防
活
動
が
成
り
立

た
な
い
分
団
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
消

防
団
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

今
回
は
第
一
段
階
と
し
て
、
適
正
な
消
防

団
の
活
動
が
行
え
る
体
制
作
り
を
急
務
と

し
、
再
編
可
能
な
分
団
か
ら
始
め
、
今
後
の

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
第
二
段
階
の
再
編
へ

と
繋
が
る
よ
う
協
議
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

（
椎
名　

志
保
）

女性消防団員も募集しています

　

し
か
し
、
会
計
検
査
院
よ
り
環
境
省
に

対
し
、
是
正
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
が

あ
り
、
そ
の

旨
の
通
達
が

入
っ
た
こ
と

か
ら
町
と
し

て
重
く
受
け

止
め
る
と
と

も
に
、近
年
、

大
地
震
や
豪

雨
、
土
砂
災

害
、
竜
巻
な

ど
深
刻
な
災

害
が
全
国
で

頻
発
す
る

中
、
災
害
時

の
電
力
供
給

が
す
べ
て
可
能
と
な
る
こ
と
は
、
防
災
拠

点
や
避
難
所
と
し
て
の
機
能
強
化
に
つ
な

が
り
、町
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
上

で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
常
任
委
員
会

に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　
「
事
業
申
請
の
際
に
県
・
国
の
指
導
が
あ

れ
ば
実
施
で
き
た
工
事
で
あ
り
、
是
正
工

事
費
用
の
負
担
を
県
・
国
に
求
め
る
べ
き

で
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、

県
内
に
お
い
て
指
摘
を
受
け
た
本
町
を
除

く
16
事
業
が
す
べ
て
発
注
済
で
あ
る
こ
と

や
、
防
災
拠
点
や
避
難
所
と
し
て
の
機
能

強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考
慮
し
、
不
本

意
な
が
ら
可
決
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
、

本
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
早
期
の

工
事
完
成
を
求
め
る
と
し
た
。

役場庁舎　太陽光パネル

　

９
月
16
日
、
町
消
防
本
部
を
会
場
に

「
五
城
目
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
８
」
が

好
天
の
下
、
開
か
れ
た
。

　

消
防
隊
員
の
活
動
や
、
人
材
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
役
割

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
防
災

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
年
初
め

て
行
わ
れ
た
。

　

消
防
車
・
救
急
車
の
展
示
、
記
念
撮

影
、
放
水
体
験
、
消
防
○
×
ク
イ
ズ
、

署
員
に
よ
る
救
助
訓
練
の
実
演
、
非
常

用
ア
ル
フ
ァ
米
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
実

食
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ

で
賑
わ
っ
た
。
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一般質問

６議員が登壇
25項目を質

ただ

す
一般質問は、年４回（３、６、９、12月）の町議会定例会において行われます。
議案とは関係なく、町政全般にわたって議員主導による政策論議であり、通告性が採用されています。
一般質問をするかしないかは、議員個人の判断によります。
＊五城目町議会では、質問者１人につき持ち時間は60分（質問・答弁含む）となっています。

一 般 質 問 と は ？

質　問　者

佐藤　慶彦　議員
○まちづくりについて
○地域活性化支援センターについて
●消防団の再編時期について
○介護保険事業について

斎藤　　晋　議員
○洪水対策について
○コミュニティバスについて
●害獣対策について
○除雪について

畑澤　洋子　議員
○介護保険制度を持続可能な制度にするために
○認知症予防は40代から
○母子手帳アプリ活用でやさしい子育て支援を
○受動喫煙対策法の成立で当町の対応は
○児童生徒の安全安心対策の確認

石川　交三　議員
○合葬墓の建設について
○子育て支援策について
○町長の政治姿勢を問う
○県道秋田八郎潟線の不通解消とナビシステム
について

荒川　　滋　議員
○五城目小学校改築事業と雀舘公園再整備
○観光と産業活性化推進
○ふるさと五城目会の活動活性化に向けて
●クマ出没、捕獲情報の伝達
●体育祭、盆踊り等、事業への若者世代参加増
に向けて

椎名　志保　議員
○子育て支援について
○介護給付費の抑制対策について
○「町長への手紙」について

＊誌面の関係上掲載できなかった●印の質問については、町ホームページにて議会映像を
配信しておりますのでそちらをご覧下さい。

五城目町議会映像配信中　www.gojome-town.stream.jfit.co.jp
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佐
藤

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
、
介
護
給
付
費
の
増
加

が
危
惧
さ
れ
る
２
０
２
５
年
問
題

を
町
と
し
て
ど
う
凌し

の
い
で
い
く
か
。

町
長 

２
０
２
５
年
度
の
第
一
号

被
保
険
者
の
保
険
料
試
算
は
１
１
，

４
９
７
円
で
あ
り
、
こ
の
試
算
額

と
な
ら
な
い
よ
う
効
果
的
な
介
護

予
防
事
業
の
実
施
を
図
っ
て
い
く
。

　

更
に
保
険
料
の
高
騰
は
、
保
険

料
の
未
納
、
収
納
額
の
低
下
に
つ

な
が
り
、
ま
た
所
得
の
少
な
い
人

は
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
重
の
危
険

が
高
く
な
る
。
結
果
、
重
度
化
に

な
り
、
制
度
運
営
が
立
ち
行
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
多
分

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
財
政
負

担
割
合
の
増
額
交
付
の
要
望
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。佐

藤
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主

な
要
因
の
ト
ッ
プ
は
18
％
で
認
知

ऎ藤　ࠄ຃

大
胆
な
投
資
を

佐
藤

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
料
の
考
え
方
は
。

純
粋
な
交
流
人
口
は
減
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
改
善

す
る
に
は
大
胆
な
投
資
が
必
要
だ
。

町
長
民
間
事
業
者
が
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
効
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

ま
ず
は
事
業
者
側
で
現
在
の
支
援

セ
ン
タ
ー
の
収
支
状
況
と
移
住
・

起
業
関
係
の
事
業
な
ど
を
参
考
と

し
て
積
算
し
て
も
ら
い
、
提
案
さ

れ
た
指
定
管
理
料
を
財
政
負
担
も

考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

バンザイをする元気な高齢者

集
落
支
援
員
制
度
の

活
用
を

佐
藤 

総
務
省
の
集
落
支
援
員
制

度
は
隊
員
一
人
に
対
し
自
治
体
に

最
大
３
５
０
万
円
の
財
政
措
置
が

あ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ

う
な
地
域
要
件
や
最
長
３
年
の
財

政
措
置
と
い
う
縛
り
も
な
い
、
こ

の
制
度
を
も
っ
と
有
効
活
用
す
べ

き
だ
。

　

ま
た
集
落
支
援
員
を
公
民
館
長

と
し
て
、
新
し
い
発
想
で
空
き
家

対
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
集
落
支
援

の
モ
デ
ル
地
区
の
設
置
を
考
え
て

は
。

町
長 

公
民
館
職
員
の
兼
務
の
形

を
と
る
場
合
、
公
民
館
事
業
と
は

一
線
を
引
い
て
集
落
支
援
の
み
の

活
動
を
独
自
に
行
う
場
合
な
ど

様
々
な
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。

　

モ
デ
ル
地
区
を
設
置
し
て
集
落

支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

佐
藤 

公
民
館
事
業
と
し
て
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
て
自
主
財
源
を

作
る
な
ど
経
営
能
力
の
あ
る
公
民

館
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

介護保険会計は大丈夫か
2025年度の保険料試算は
11,497円（現在8,400円）町長

症
、続
い
て
脳
血
管
疾
患
が
16
％
、

高
齢
に
よ
る
衰
弱
が
13
％
、
骨

折
・
転
倒
が
12
％
で
あ
る
。　

　

認
知
症
予
防
と
骨
折
・
転
倒
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
リ
ハ

ビ
リ
の
２
つ
に
重
点
置
い
て
施
策

を
展
開
し
て
く
必
要
が
あ
る
。

佐
藤
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

交
付
金
の
対
応
は
。
高
齢
者
の
自

立
支
援
や
重
度
化
防
止
な
ど
頑

張
っ
た
自
治
体
に
は
交
付
金
が
来

る
わ
け
だ
が
、
町
で
も
取
り
に
い

く
べ
き
だ
。

町
長
交
付
金
の
申
請
に
係
る
評

価
指
標
の
調
査
が
県
か
ら
き
て
お

り
、
調
査
表
の
提
出
は
勿
論
、
交

付
金
の
申
請
を
行
い
介
護
予
防
な

ど
に
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

佐
藤
介
護
職
の
人
材
難
に
対
し

て
の
対
策
は
。

町
長
新
卒
者
を
対
象
と
す
る
介

護
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

の
介
護
体
験
な
ど
場
を
設
け
て
、

介
護
職
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
事
業
者
と
協
議
し
人
材
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

佐
藤
先
々
を
考
え
る
と
中
学
校

の
職
場
体
験
な
ど
で
介
護
体
験
は

必
修
と
し
た
ほ
う
が
い
い
。
ま
た

介
護
福
祉
士
の
修
学
助
成
を
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
見
習
う
べ
き

だ
。
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斎
藤
除
雪
車
が
出
動
す
る
の
は

積
雪
何
セ
ン
チ
以
上
か
。

町
長

積
雪
積
が
10
㎝
以
上
に

な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
降
雪
状

況
に
よ
り
10
㎝
以
上
に
な
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
と
し
て
い
る
。
罰

則
規
定
は
設
け
て
な
い
が
、
同
じ

地
域
に
お
い
て
出
動
状
況
に
違
い

が
あ
っ
た
場
合
は
厳
重
に
注
意
し

て
い
る
。

除
雪
の
不
具
合
に

対
す
る
罰
則
は

なぜ利用者が減少しているのか、湖東厚生病院

町民にやさしいコミュニティバスになってほしい

ल藤　　૨

洪水でこまっているのは  
町民である

町民の財産・人命を守るため
県に対し要望する町長

斎
藤 

交
通
の
便
が
悪
い
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー
（
旧
組
合
病
院
）
や

秋
田
市
の
病
院
に
通
院
す
る
町
民

の
為
に
、
町
独
自
又
は
近
隣
町
村

と
共
同
で
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

検
討
す
べ
き
。

町
長 

利
用
者
の
現
状
を
分
析
す

る
と
と
も
に
、
乗
り
継
ぎ
に
よ
る

効
率
化
な
ど
、
既
存
の
公
共
交
通

の
再
編
な
ど
に
つ
い
て
、
独
自
の

調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
に

○
８
月
の
大
雨
被
害
状
況
は

○
８
月
の
大
雨
時
、
八
郎
潟

防
潮
水
門
の
水
位
調
整
は

○
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス
体
験

会
の
反
響
は

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本

格
運
用
に
向
け
、要
望
に
対

す
る
見
直
し
は
あ
る
か

○
熊
の
捕
獲
数
は

○
熊
の
捕
獲
檻
の
設
置
場
所
は

○
ア
ナ
グ
マ・
ハ
ク
ビ
シ
ン
の

捕
獲
は
検
討
し
て
い
る
か

○
除
雪
業
者
へ
の
説
明
会
は

○
除
雪
作
業
の
不
具
合
で
や

り
直
し
命
令
を
出
し
た
事

が
あ
る
か

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

斎
藤
川
底
や
岸
に
堆
積
し
た
砂

利
や
泥
は
、
川
の
水
位
を
上
げ
洪

水
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
町
は

管
理
者
で
あ
る
県
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
か
。

町
長

県
で
は
、
緊
急
性
と
優
先

度
を
考
慮
し
、
予
算
配
分
を
し
て

い
る
。
町
と
し
て
、
洪
水
被
害
の

状
況
を
県
当
局
へ
綿
密
に
伝
達
、

各
期
成
同
盟
の
場
に
お
い
て
被
害

の
実
情
を
訴
え
て
い
る
。
今
後
も

町
民
の
財
産
、
人
命
を
守
る
た
め

優
先
度
が
高
ま
る
よ
う
要
望
す

る
。

斎
藤
町
民
の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
に
、
課
だ
け
で
な
く
オ
ー
ル

五
城
目
で
臨
む
べ
き
で
あ
り
、
旗

ふ
り
役
は
町
長
で
あ
る
。

洪
水
は
、
同
じ
場
所
で

発
生
す
る
。
対
処
法
は
。

病
人
・
高
齢
者
に

優
し
い
町

（
旧
）組
合
病
院
に
通
院
し
て

い
る
町
民

・
27
年
度  

１
０
，
３
４
６
人

・
28
年
度  

１
１
，
０
９
３
人

・
29
年
度  

１
１
，
４
２
９
人

＊
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る

（
厚
生
病
院
調
べ
）

（
旧
）湖
東
病
院
に
通
院
し
て

い
る
町
民

・
27
年
度  

３
６
，
８
７
２
人

・
28
年
度  

３
６
，
４
５
６
人

・
29
年
度  

３
５
，
８
１
７
人

＊
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
る

（
厚
生
病
院
調
べ
）
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町
長
保
険
料
基
準
額
の
高
騰
に

繋
が
る
給
付
費
の
支
出
を
抑
え
る

た
め
の
総
合
事
業
を
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え

る
。
全
国
的
な
基
準
額
の
格
差
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、

是
正
措
置
の
必
要
性
と
安
定
的
な

制
度
設
計
を
望
む
と
共
に
、
国

費
・
県
費
の
財
政
負
担
割
合
の
増

加
を
切
に
希
望
す
る
。

畑
澤
平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど

も
子
育
て
支
援
新
事
業
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
提
供
や
相
談
、
助
言
等
を

行
う
「
利
用
者
支
援
事
業
」
の
実

施
を
求
め
ら
れ
各
自
治
体
が
独
自

の
支
援
事
業
を
検
討
・
展
開
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。八
郎
潟
町
で
は
、

４
月
よ
り
県
内
初
の
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
は
っ
ち
い
」
を
始
め
た
。

町
長
母
子
手
帳
ア
プ
リ
は
、
妊

娠
期
か
ら
育
児
期
ま
で
「
信
頼
で

き
る
情
報
」
を
「
最
適
な
タ
イ
ミ

やさしい子育て支援に
　　　　母子手帳アプリを

ศᚧ　ဢঊ
（ൂྶ࢖）

畑
澤
公
明
党
全
国
百
万
人
訪
問

調
査
で
当
町
か
ら
一
番
、
苦
情
が

多
か
っ
た
「
秋
田
県
一
高
い
介
護

保
険
料
が
年
金
を
目
べ
り
さ
せ
て

い
る
」
問
題
。
保
険
を
利
用
し
始

め
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い

制
度
は
な
い
と
思
え
る
の
に
、
健

康
な
時
は
生
活
を
圧
迫
す
る
。
保

険
料
を
お
さ
え
持
続
可
能
な
制
度

に
す
る
た
め
町
の
考
え
は
。

畑
澤 

○

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認
。

○

授
業
・
部
活
の
熱
中
症
対
策
。

○
 

登
下
校
時
の
荷
物
の
重
さ
対
策
。

町
長 ●

学
校
敷
地
に
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
な
い
。
通
学
路
に
民
家
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
あ
る
が
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
●
熱
中
症
対
策
は
、
室
度
測

定
・
水
分
補
給
・
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

等
。
部
活
動
・
体
育
の
後
な
ど
６

名
に
熱
中
症
の
症
状
が
出
て
す
ぐ

対
応
し
た
。
●
小
中
学
校
で
荷
物

を
軽
く
す
る
対
応
を
し
以
前
よ
り

軽
く
な
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
安
全

安
心
対
策
の
確
認

導入事例を参考に検討する町長

介
護
保
険
を
持
続
可
能
な
制
度
に

スマートフォンで母子手帳アプリを活用

畑
澤
軽
度
認
知
障
害
以
前
の
40

代
で
、
は
っ
き
り
と
症
状
の
表
れ

な
い
時
期
「
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
認

知
症
」
の
う
ち
に
生
活
を
改
め
る

支
援
が
必
要
だ
。
啓
発
活
動
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
。
周
り
の
人
に

気
配
り
や
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

学
ん
だ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
・

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
人
数
は
。

町
長
啓
発
活
動
の
一
環
で
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

商
工
会
青
年
部
で
午
後
６
時
30
分

か
ら
実
施
し
た
。
今
後
も
若
い
人

が
参
加
で
き
る
夜
や
土
日
も
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
を
作
成
・
配
布
し
周
知

を
図
り
た
い
。
現
在
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
は
１
２
２
２
名
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は
16
名
と
な
っ

た
。

町
長
「
県
と
市
町
村
が
足
並
み

を
揃
え
て
行
政
機
関
で
の
敷
地
内

禁
煙
を
実
施
し
た
い
」
と
の
協
力

要
請
が
あ
り
、
町
と
し
て
も
改
正

法
の
施
行
期
日
向
け
準
備
を
進
め

て
い
く
。

40
代
か
ら
始
め
る

認
知
症
対
策
を

「
改
正
健
康
増
進
法
」

町
の
対
応
は

ン
グ
」
で
提
供
し
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

不
安
を
軽
減
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
。

八
郎
潟
町
と
交
流
の
あ
る
母
親
た

ち
か
ら
関
心
の
声
も
聞
か
れ
て
い

る
。
導
入
事
例
を
参
考
に
検
討
す

る
。
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石
川
秋
田
市
が
合
葬
墓
を
整
備

し
た
と
こ
ろ
希
望
者
が
殺
到
し

た
。

　

家
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
、
墓
が

な
い
、
墓
が
あ
っ
て
も
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
管
理
し
て
い
く
人
が

い
な
い
な
ど
、
理
由
は
様
々
だ
が

合
葬
墓
の
整
備
は
求
め
ら
れ
て
い

る
し
、時
代
の
要
請
で
は
な
い
か
。

町
長
町
の
墓
苑
は
昭
和
五
十
五

年
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
、
四
十
年

近
く
経
過
し
、
核
家
族
化
や
町

外
・
県
外
転
出
な
ど
、
墓
地
使
用

者
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変

遷
し
て
い
る
。
特
に
、
県
外
転
出

で
墓
の
管
理
や
供
養
が
困
難
に

な
っ
た
り
、
使
用
継
承
を
望
ま
な

い
な
ど
深
刻
な
相
談
も
増
加
し
て

い
る
。

　

町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
痛
感

し
て
い
る
。
合
葬
墓
や
永
代
供
養

墓
は
個
人
的
な
思
い
や
宗
教
上
の

考
え
方
、
地
域
の
風
習
な
ど
配
慮

す
べ
き
点
も
多
々
あ
り
、
慎
重
に

検
討
を
す
す
め
、
心
安
ら
か
に
使

用
で
き
る
形
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

「合葬墓」の建設を進めよう
検討を進めて、心安らかに使用で
きる形を見いだしたい町長

「イージス・アショア」に
　　　　毅然とした態度を

外交努力を重ねてほしい

୞川　࢐२
（඾ུވॲൂ）合葬墓は求められている（杉ヶ崎墓苑墓地）

石
川 

保
育
園
入
所
が
で
き
ず
、

待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
町

民
が
い
る
。
理
由
は
何
か
。

町
長 

恒
常
的
な
保
育
士
不
足
に

よ
る
。
園
児
三
人
に
保
育
士
の
数

が
一
人
と
な
っ
て
い
る
ゼ
ロ
歳
児

へ
の
対
応
が
増
加
し
た
こ
と
も
、

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

石
川 
行
政
と
し
て
「
子
育
て
支

援
重
視
」
を
い
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
入
所
で
き
な
い
と
い
う
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。
人
員
不
足
や

待
遇
面
で
課
題
が
あ
れ
ば
改
善

を
。

町
長 

人
員
不
足
解
消
は
国
策
と

し
て
も
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
で
も

処
遇
改
善
に
特
に
力
を
入
れ
て
、

保
育
士
確
保
に
努
め
て
い
る
。
保

育
士
経
験
者
へ
の
依
頼
な
ど
可
能

な
限
り
努
力
す
る
。

ゼ
ロ
歳
児
が
入
所

で
き
な
い

石
川
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
の
が
最
大
責
務
で
あ
る
自
治
体

首
長
と
し
て
の
率
直
な
見
解
を
求

め
る
。
秋
田
さ
き
が
け
新
報
は
社

長
の
署
名
入
り
論
文
「
兵
器
で
未

来
は
守
れ
る
か
」
を
第
一
面
に
掲

げ
、
政
府
方
針
に
異
を
唱
え
た
。

新
聞
人
と
し
て
の
矜
持
を
貫
く
も

の
だ
。
私
も
明
確
に
反
対
だ
。

町
長
国
の
対
応
を
日
々
注
視
し

て
い
る
。
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
な

い
よ
う
外
交
努
力
を
重
ね
て
ほ
し

い
。
国
が
強
硬
に
配
備
す
る
こ
と

な
く
周
辺
住
民
な
ど
へ
の
き
ち
ん

と
し
た
説
明
が
で
き
る
の
か
な

ど
、
不
安
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
払

し
ょ
く
で
き
る
よ
う
政
府
が
責
任

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ネコバリ岩より先は通行止です

石
川
以
前
は
仁
別
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
も
通
っ
た
。
不
通
に
な
っ

て
久
し
い
。
長
年
、
陳
情
し
て
い

る
が
見
通
し
は
ど
う
か
。

町
長
県
で
は
交
通
不
能
区
間
を

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
付

け
で
供
用
廃
止
を
公
示
し
て
い

る
。
併
用
林
道
で
あ
っ
た
た
め
、

県
と
森
林
管
理
局
が
協
議
中
だ

が
、
整
備
計
画
も
な
く
高
い
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

石
川
杉
沢
上
小
阿
仁
線
も
通
行

止
め
だ
。
ど
ち
ら
も
こ
の
ま
ま
で

は
「
廃
道
」
と
な
る
危
険
が
あ
る
。

実
現
可
能
な
方
策
を
取
る
べ
き

だ
。

町
長
機
会
を
と
ら
え
て
一
部
区

間
の
整
備
や
供
用
開
始
と
な
る
よ

う
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

県
道
秋
田
八
郎
潟
線

の
不
通
解
消
を

町長
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荒川　　滋

小学校建設はオール五城目で
地元産木材活用のため
　　　　　協議の場を設ける教育長

新たな学び舎は五城目の力の活用を

学校建設に合わせ雀館公園の復活を

荒
川
昨
年
、
五
城
目
森
林
組
合

か
ら
、
地
元
産
木
材
の
活
用
と
地

元
業
者
へ
の
発
注
を
求
め
る
陳
情

が
出
さ
れ
採
択
と
な
っ
た
。
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

教
育
長
新
校
舎
の
構
造
は
基
本

的
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
な

る
が
、
地
場
産
木
材
を
内
装
に
使

用
す
る
。
多
目
的
棟
は
、
木
造
の

計
画
で
木
材
を
多
用
す
る
こ
と
に

な
る
。
実
施
設
計
に
お
い
て
、
樹

種
や
使
用
量
が
決
ま
っ
た
ら
地
元

業
者
と
協
議
の
場
を
設
け
る
。
工

事
の
発
注
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

荒
川
学
校
建
設
に
合
わ
せ
、
桜

管
理
樹
木
医
、
庭
園
の
手
入
れ
な

ど
雀
館
公
園
の
再
整
備
を
。

教
育
長

樹
木
医
に
よ
る
管
理

は
、経
費
な
ど
を
調
査
検
討
す
る
。

本
定
例
会
で
テ
ン
グ
ス
病
桜
枝
の

伐
採
除
去
、
桜
苗
植
樹
に
か
か
る

土
壌
改
良
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
で
あ

る
こ
と
か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
順

次
整
備
を
進
め
る
。

荒
川

道
の
駅
で
開
催
し
好
評

だ
っ
た
キ
イ
チ
ゴ
フ
ェ
ア
を
拡
大
し

町
を
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
。

町
長
果
実
も
加
工
品
も
広
く
注

文
を
受
け
て
い
る
が
、
供
給
と
需

要
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
お
ら
ず

注
文
を
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態

で
あ
る
。
今
後
少
し
で
も
生
産
量

を
増
や
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

荒
川
昨
年
の
町
功
労
者
表
彰
式

典
で
五
中
生
が
英
語
で
述
べ
た

『
だ
ま
こ
ま
つ
り
』
を
実
現
さ
せ

る
べ
き
。

町
長

町
米
消
費
拡
大
活
動
推
進

委
員
会
の
皆
様
の
尽
力
、
Ｇ
級
グ

ル
メ
の
開
催
で
Ｐ
Ｒ
の
推
進
に
あ

た
っ
て
く
れ
て
い
る
。『
だ
ま
こ
ま

つ
り
』
は
素
晴
ら
し
い
提
言
で
あ

る
と
受
け
止
め
今
後
検
討
す
る
。

キ
イ
チ
ゴ
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
・

だ
ま
こ
ま
つ
り
開
催
を

『ふるさと五城目会』総会の様子

荒
川
今
年
30
周
年
を
迎
え
、
町

と
首
都
圏
を
結
ぶ
大
切
な
役
目
を

担
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
五
城
目

会
。
新
規
会
員
獲
得
の
た
め
町
と

し
て
の
対
応
策
は
。

町
長
昨
年
11
月
頃
か
ら
若
い
世

代
の
本
格
的
な
勧
誘
な
ど
組
織
力

の
強
化
を
図
る
た
め
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。
会
が
主
体
的
に
行
う

組
織
強
化
対
策
事
業
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
五
城
目

活
性
化
に
む
け
て

大いに賑わうＧ級グルメまつり

荒
川
雀
館
多
目
的
広
場
（
グ
ラ

ン
ド
）
の
土
の
入
れ
替
え
が
必
要

と
考
え
る
が
。

教
育
長
こ
れ
ま
で
補
充
的
な
土

入
れ
や
草
刈
り
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
土
の
入
れ
替
え
に
関
し
て

は
、
業
者
委
託
に
か
か
る
経
費
な

ど
を
調
査
検
討
す
る
。
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椎
名
介
護
給
付
費
の
抑
制
対
策

と
し
て
、
各
地
区
で
介
護
予
防
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
男
性

の
参
加
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
点

も
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
。

町
長
各
種
介
護
予
防
事
業
の
効

果
と
し
て
は
、「
腰
痛
や
膝
痛
が

和
ら
い
だ
」「
血
圧
が
安
定
し
た
」

「
自
動
車
免
許
の
更
新
が
不
安
な

く
出
来
た
」
な
ど
、
状
態
が
改
善

さ
れ
た
様
子
が
聞
か
れ
て
い
る
。

　
「
い
き
い
き
男
塾
」
を
各
地
区

で
行
う
な
ど
、
男
性
の
参
加
も
促

し
て
い
き
た
い
。

椎
名

要
介
護
認
定
の
更
新
時
の

判
断
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
町
の
方
針

を
示
し
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
で
あ
る
か
の
確
認
も
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
認
定
期
間
中
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
状
況
を
個
々
に
確
認
し
、
そ

の
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
度
合
い

を
適
正
に
判
断
す
る
こ
と
で
、
約

１
０
０
名
の
認
定
者
減
少
と
な
っ

た
。

　

今
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
も
図
っ
て
い
く
。

椎
名
去
る
６
月
下
旬
、
健
康
福

祉
課
窓
口
に
お
い
て
、
乳
児
を
抱

い
た
母
親
と
の
や
り
と
り
に
混
乱

が
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
悩
み
を
抱

え
た
母
親
に
寄
り
添
い
、
適
切
な

対
応
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
か
。

　

国
の
制
度
を
熟
知
し
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
職
員
を
配
置
し
、

保
健
師
に
よ
る
相
談
業
務
を
強
化

す
る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長

事
情
が
あ
り
、
緊
急
時
に

夜
間
を
含
め
一
時
的
に
乳
児
を
預

け
ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
の
相
談

で
あ
っ
た
が
、
的
確

な
解
決
策
を
示
す
こ

と
が
出
来
な
か
っ

た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
保
護
者
の
不
測

の
事
態
に
対
応
可
能

な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
を
活
用
す
る
こ

と
に
し
、
秋
田
赤
十

字
乳
児
院
と
契
約
を
交
わ
し
、
町

民
が
利
用
出
来
る
体
制
を
整
え
た
。

　

今
後
も
子
育
て
支
援
の
需
要
の

動
向
、
要
望
な
ど
を
検
討
し
、
支

援
策
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

椎
名

妊
婦
や
乳
児
の
健
診
な
ど

で
タ
ク
シ
ー
利
用
が
出
来
る
「
エ

ン
ゼ
ル
タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事

業
」
で
あ
る
が
、
使
い
切
れ
ず
返

納
し
て
い
る
例
が
多
く
聞
か
れ
る
。

子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、「
使
い
切
れ
な

か
っ
た
分
で
、
ミ
ル
ク
や
オ
ム
ツ

を
購
入
出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
」
な
ど
、
改
善
を
求
め
る
声
が

聞
か
れ
て
い
た
が
、
ど
う
か
。

町
長
転
入
さ
れ
た
妊
婦
へ
も
給

付
し
た
り
、
有
効
期
間
を
延
長
す

る
な
ど
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

が
、
依
然
半
数
近
く
が
利
用
さ
れ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
よ
り
多
く
利
用
さ
れ

る
よ
う
タ
ク
シ
ー
券
だ
け
で
は
な

く
、
出
産
後
の
子
育
て
に
も
活
用

出
来
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

相談者に寄り添った
　　　　　　窓口対応を

今後適切に行っていく町長

್ྴ　঎༗

椎
名
町
民
の
声
を
聞
く
施
策
で

あ
る
「
町
長
へ
の
手
紙
」
で
あ
る

が
、
町
政
に
反
映
さ
れ
た
例
は
あ

る
か
。
建
設
的
な
提
言
な
ど
は
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
町
広
報
に
掲
載
し
、
町
民

に
紹
介
す
る
機
会
を
設
け
て
は
ど

う
か
。
町
政
が
、
よ
り
身
近
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

町
長
災
害
の
防
止
策
の
提
案
な

ど
も
あ
り
、
参
考
に
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
町
長
へ
の
手
紙
」

町
政
に
反
映
を

介
護
予
防
の
意
識
を

よ
り
浸
透
さ
せ
る
べ
き

設置場所の配慮も必要

「ＡＲＵＣＯ」の活用を
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答 

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進
め
て
い

る
。
各
個
人
が
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
個
別
計
画
を
作
成
し
災
害
用
バ
ン
ダ

ナ
も
検
討
す
る
。

現
在 

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
鋭
意

推
進
す
る
中
で
、
災
害
用
バ
ン
ダ
ナ
も
含
め
、

避
難
者
の
総
合
的
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

答 

現
地
確
認
を
行
い
、
危
険
な
原
因
が
町
に
起
因

し
た
も
の
や
公
共
性
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

危
険
を
回
避
す
る
工
事
な
ど
を
公
共
事
業
と
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

現
在 

豪
雨
被
害
が
連
続
す
る
地
域
・
家
屋
に
つ
い

て
、
原
因
調
査
を
実
施
し
、
町
に
起
因
し
た
も

の
や
公
共
性
の
高
い
も
の
は
、
順
次
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

災
害
時
の
避
難
所
運
営
の
在
り
方
と
障
害

の
あ
る
人
が
避
難
所
で
の
支
援
を
受
け
や

す
く
な
る
災
害
用
バ
ン
ダ
ナ
の
作
成
を
。

町
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
が
脅お
び
や

か
さ
れ

る
家
屋
へ
の
被
害
防
止
対
策
を
。

問問

答　

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
が
、
団
員
確
保
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
。
再
編
に
当
り
、

機
能
別
消
防
団
員
や
女
性
消
防

団
員
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
。

現
在 

再
編
に
つ
い
て
は
、
第
一
段

階
と
し
て
、
適
正
な
消
防
団
活

動
が
行
え
る
体
制
作
り
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
再
編
可
能
な
分

団
か
ら
進
め
、
機
能
別
消
防
団

員
や
女
性
消
防
団
員
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
繋
が
る
よ
う
な
再
編

と
な
る
よ
う
協
議
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　

な
お
、
昨
年
10
月
に
初
の
女

性
消
防
団
員
が
加
入
し
、
現
在

７
名
の
女
性
消
防
団
員
が
活
躍

し
て
い
る
。

消
防
団
再
編
の
統
合
は
必
要
最
小
限
と
し
、
団
員
確
保
に
重
点

を
置
く
べ
き
。

問
答 

必
要
な
時
に
必
要
な
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
、
条
例
改
正
な
ど

の
準
備
は
し
て
お
き
た
い
。

現
在 

起
業
家
の
誘
致
や
育
成
、
地

元
企
業
の
育
成
支
援
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
に
つ
い
て
、
国
・
県

の
支
援
制
度
の
活
用
と
あ
わ

せ
、
企
業
立
地
推
進
基
金
条
例

や
同
施
行
規
則
の
一
部
改
正
を

行
い
、
基
金
の
活
用
が
で
き
る

よ
う
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

企
業
立
地
推
進
基
金
を
活
用
し
、
中
小
企
業
の
支
援
を
。

問

士気高揚につながる消防訓練大会
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暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
実
り
の
秋

を
迎
え
た
。
今
年
の
夏
、
金
農
野

球
部
の
あ
の
活
躍
に
我
々
は
胸
躍

ら
せ
感
動
の
涙
を
流
し
、
秋
田
県

民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
も
思
っ

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を

あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
格

別
に
熱
い
夏
と
な
っ
た
。
感
動
に

心
か
ら
感
謝
で
あ
る
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
５
月
に
町

を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
広
範
囲
の

農
地
が
被
災
し
、
作
付
け
が
出
来

な
か
っ
た
箇
所
も
多
い
。
災
害
の

恐
ろ
し
さ
と
憎
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
平
成
最
後
の
秋
は
特
別
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
豪
雨
、
台
風
、

地
震
ま
さ
に
災
害
列
島
日
本
。

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来

の
役
目
で
あ
る
災
害
の
連
絡
で
は

な
く
、
町
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち

の
活
躍
で
、
町
民
の
胸
躍
る
よ
う

な
知
ら
せ
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

　

や
っ
て
く
る
新
た
な
時
代
が
前

途
洋
々
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
議

会
は
行
政
と
共
に
歩
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

荒
川　
　

滋

編

集後

記

座長　伊藤　一男さん（落合）
（右から２人目）

（
荒
川　
　

滋
）

せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
９
種

目
お
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

種
目
に
よ
っ
て
表
現
の
仕
方
や

ス
テ
ッ
プ
が
ち
が
う
の
で
む
ず

か
し
か
っ
た
で
す
が
、
う
ま
く

で
き
た
と
き
は
と
て
も
楽
し
い

で
す
。

　

今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
３
つ
１
位

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
秋
田
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

や
メ
ダ
ル
テ
ス
ト
に
む
け
て
練

習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
テ
ス
ト
で
あ
た
ら
し
く
サ

ン
バ
が
ふ
え
て
む
ず
か
し
く

な
っ
た
の
で
、
と
く
に
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。
全
て
の
お
ど
り

を
楽
し
く
お
ど
っ
て
合
格
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
姉
の
よ
う
に

リ
ー
ダ
ー
も
パ
ー
ト
ナ
ー
も
両

方
完
ぺ
き
に
お
ど
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

ダ
ン
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
姉
が
習
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
最
初
は
あ
ま
り
き
ょ
う
み

を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
姉
が
い
し
ょ
う
を
着
て
楽

し
そ
う
に
お
ど
る
す
が
た
を
見

て
、
私
も
お
ど
っ
て
み
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
３
才
の

こ
ろ
か
ら
始
め
、
最
初
は
チ
ャ

チ
ャ
チ
ャ
し
か
お
ど
っ
て
い
ま

（
椎
名　

志
保
）

五城目小学校４年

柴田　　楓
かえで
さん

（曙　町）

落合鶴亀漫芸一座
『
地
域
の
宝
は
住
民
そ
の
も
の
』

『
楽
し
く 

お
ど
っ
て
い
ま
す
』

◆
一
座
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤　

こ
こ
落
合
は
平
成
21

年
度
に
限
界
集
落
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
時
多
く
の
関
係
者
の
ご
協

力
を
得
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

重
ね
、
地
域
の
宝
は
『
住
民
そ

の
も
の
』
と
気
づ
き
、
住
民
の

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
た
中
か

ら
誕
生
し
た
の
が
こ
の
一
座
で

す
。
平
成
22
年
12
月
に
中
津
又

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

竣
工
式
で
初
舞
台
を
迎
え
、
そ

の
後
、
町
内
外
で
50
回
の
公
演

を
数
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
芸
能
集
団
で
す
が
、

モ
ッ
ト
ー
は
『
笑
い
と
健
康
』

で
私
た
ち
の
芸
で
笑
い
を
発
信

し
見
て
い
る
人
、
一
人
ひ
と
り

が
健
康
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
つ
つ
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
県
特
別
賞
を
受
賞
し
て
。

伊
藤　

今
回
、
県
の
記
念
日

に
特
別
賞
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
励
み
と
し
て
、
大
げ
さ
な
目

標
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
体
力

の
続
く
限
り
県
民
の
健
康
寿
命

を
長
く
す
る
た
め
の
一
助
と
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

伊
藤　

高
齢
化
率
が
年
々
上

昇
す
る
現
状
で
限
界
集
落
に
活

力
の
持
て
る
起
爆
剤
な
る
も
の

が
な
い
だ
ろ
う
か
。
各
地
区
の

良
い
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
推

進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

向かって左が楓さん
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